
子どもたちの
「未来」を創る



子どもたちのあふれる笑顔、生き生きと躍動する姿は、社会に喜びと活力を
与え、明るい未来の訪れを期待させてくれます。
子どもたちが、ふるさとへの誇りと愛着を持ち、全ての人が生涯にわたって

学び続ける意欲を持てる、特色と魅力に溢れる教育を実現できるよう、道民の
皆様の理解と協力を得ながら、教育行政を推進していくことが、教育委員会職
員の仕事であり、魅力です。
教育行政職員は、北海道教育委員会の職員として本庁・教育局・所管機関で

勤務しており、それぞれの立場から北海道の教育を支えています。

【 本庁 】５局（17課）

【 教育局 】14教育局

空知教育局（岩見沢市）
石狩教育局（札幌市）
後志教育局（倶知安町）
胆振教育局（室蘭市）
日高教育局（浦河町）
渡島教育局（函館市）
檜山教育局（江差町）
上川教育局（旭川市）
留萌教育局（留萌市）
宗谷教育局（稚内市）
オホーツク教育局（網走市）
十勝教育局（帯広市）
釧路教育局（釧路市）
根室教育局（根室市）

【 所管機関 】

北海道立教育研究所（江別市）
北海道立特別支援教育センター（札幌市）
北海道立生涯学習推進センター（札幌市）
北海道立図書館（江別市）
北海道立近代美術館（札幌市）
北海道立旭川美術館（旭川市）
北海道立函館美術館（函館市）
北海道立帯広美術館（帯広市）
北海道立高等学校（185校）
北海道立中等教育学校（１校）
北海道立特別支援学校（66校）
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日高教育局 主事 木下 さゆり
（令和２年教育行政Ａ区分合格）

◆北海道の教育行政を選んだ理由
市役所や町役場では、教育委員会に配属されないと教育分野に携

わる機会が少ないと思いますが、北海道の「教育行政」区分であれ
ば何らかの形で深く教育に携われるという点に魅力を感じました。

◆道教委の仕事の魅力
私が所属している総務係は、学校や子どもたちと関わる機会はあ

まりありませんが、教育局内を見渡すと教職員係や教育支援係、道
立学校運営支援室など様々な係があります。それぞれ業務内容や関
わる人が大きく異なり、多種多様な業務の経験を通じて、色々なや
りがいを見いだすことができるのが大きな魅力です。

◆余暇の過ごし方
パンが好きで、休日にはパン屋さん巡りをしています。また、日

高管内に来てからは馬と触れ合える施設が多く、時々訪れて癒され
ています。

◆教育行政区分の試験を受験する方・採用予定者へのエール
教育行政は、多岐にわたる業務を担当するため、幅広い経験を積

むことができます。また、様々な業務や現場での経験を通じて、自
己の成長や専門性の向上を図ることができます。仕事なので大変な
部分もありますが、しっかりとフォローしてくれる上司や先輩がい
ますので、安心してください。皆さんと一緒に仕事ができる日を楽
しみにしています！

帯広農業高等学校 事務職員 鈴木 千尋
（令和元年教育行政Ａ区分合格）

◆担当業務とそのやりがい
現在は学校施設や設備の少額工事、生産物収入などを担当してい

ます。農業高校ということもあって農業や畜産など、今まで触れて
こなかった分野について知ることができ、毎日刺激をもらっていま
す。また、日々頑張る生徒達の姿を見ることができるのもやりがい
につながっています。

◆道教委の仕事の魅力
住んでみないとわからないその土地の良さを存分に味わえるとい

う点では大きな魅力のひとつでもあります。また、本庁、教育局、
学校など勤務先が多様であるため、自分の力を発揮できる環境を見
つけていくことができます。何より、子ども達の豊かな未来をつく
る助けになれることが、最大の魅力だと思います。

◆異動を経験してみて
北海道のいろいろな土地に住めることに魅力を感じていたので、

異動は楽しみな気持ちが大きかったです。一方で新しい環境になじ
めるか不安でしたが、周りの方々の助けを得て乗り越えることがで
きました。人や仕事に誠実に向き合う姿勢があれば、あとは勢いで
なんとかなります！

◆余暇の過ごし方
読書が好きなので、、市の図書館によく足を運んでいます。その

土地で作られた食材を使って料理をするのも好きで、ドライブがて
ら道の駅へ食材探しに行ったりもします。十勝は天気が良い日が多
く、運転が楽しい！友人達と会ってゲームをしたり、おしゃべりす
る時間も大切にしています。

Ｒ３年４月 小樽潮陵高等学校事務職員
Ｒ６年４月 現職

Ｒ２年４月 名寄産業高等学校
事務職員

Ｒ５年４月 現職



室蘭養護学校 事務職員 大塚 美優
（令和元年教育行政Ｂ区分合格）

◆担当業務とそのやりがい
現在、企画総務課教職員係という係で小中学校教職員の人事業務

を担当しています。それぞれの学校現場の状況を把握し、この学校
ではどのような人が力を発揮できるかなどを考えた後、その学校が
ちゃんと運営できているときにやりがいを感じます。

◆所属の雰囲気
私の所属では、若手職員が多く、交流もよくしていることもあり、

楽しい印象です。係としては、和気あいあいとしている中で、しっ
かりメリハリをつけて日々業務に取り組んでいます。年齢が近い職
員ばかりなので、自分の意見を正直に伝えやすい良い環境だと思っ
ています。

◆異動を経験してみて
私は道立の特別支援学校から教育局に異動してきましたが、学校

とは全く違う業務を経験することになりました。最初は右も左もわ
かりませんでしたが、周りのサポートもあり、時間が経つにつれて、
業務の内容が面白く、こんな業務もあるんだなと衝撃を受けました。
教育行政は、学校事務ばかりをイメージしていましたが、学校事務
とは違う教育局の仕事も自分にとっては経験して良かった仕事です。

◆教育行政区分の試験を受験する方・採用予定者へのエール
今、教育行政区分は、若手の職員が多く、プライベートも含め楽

しめる環境だと思います。また、全道に同期や、知り合いを作るこ
ともできるので、良いことばかりです。また、自分の受けた教育と
比べてみるのは、とても楽しいので、是非経験してみて欲しいと
思っています！

釧路教育局 主事 尾﨑 匡
（令和元年教育行政Ｂ区分合格）

◆担当業務とそのやりがい
学校の物品購入と契約を担当しており、自分が学生だった頃に当

たり前に使用していた学校の消耗品を購入する立場になりました。
購入した物品で学習発表会が行われていたのを見たときに、児童生
徒の学びに微力ながら携われたと感じ嬉しくなりました。

◆所属の雰囲気
事務室の皆さんは相談しやすく、笑顔の絶えない明るい職場です。

室蘭養護学校では小学生から高校生までが在籍しているので、廊下
ですれ違う時に挨拶や話しかけたりしてくれます。仕事をしている
中で、それが１日の密かな楽しみになっています。

◆余暇の過ごし方
ドライブをして、美味しいものを食べに行ったりしています。休

暇を取りやすい環境のおかげで、土日の前後にお休みをいただいて、
連休にして旅行や道外のライブに行くこともあります。土日の休日
が固定なので、ライブの日程に合わせやすく、プライベートを充実
させることができています。

◆教育行政区分の試験を受験する方・採用予定者へのエール
最初は不安でいっぱいでしたが、先輩や上司が丁寧に業務を教え

てくださったり、相談に乗ってくださったおかげで様々な業務を経
験することができました。また、様々な人に出会うので繋がりが増
えていきました。皆さんとどこかで一緒に仕事できる日を楽しみに
しています。

Ｒ２年４月 中札内高等養護学校事務職員
Ｒ５年４月 現職

Ｒ２年４月 教職員局教職員事務課
主事

Ｒ４年４月 現職



檜山教育局 教育支援係長 佐々木 和巳
（令和３年教育行政Ｃ区分合格）

◆北海道の教育行政を選んだ理由
前職は北海道内自治体の教育委員会で働いており、毎日の

ように学校を訪ね、校長や教頭の依頼に対応していましたが、
教育委員会の忙しさや外勤の多さを知っているため、北海道
内の教育委員会を微力ながらサポートすることにより、どこ
の地域の子どもでも平等に教育を受けられる環境を整える一
助になれればとの想いが芽生えたのが理由です。

◆勤務してみて感じたこと
現在の職場は、皆さん元気で頼りがいがあり、時間に追わ

れながらも確実に北海道の教育を良くしていこうという強い
信念を持っている職員が多く居ると感じています。経験を重
ねた方はもちろん、若い方も頼りになる人が多く居る職場だ
と感じています。

北斗高等支援学校 事務主任 石橋 孝仁
（令和３年教育行政Ｃ区分合格）

◆北海道の教育行政を選んだ理由
採用前は道外で塾関係の仕事に従事していました。大学から教育の

勉強を行ってきたので、北海道独自の教育行政に魅力を感じていまし
た。妻の実家が北海道（道南地方）であり、ご縁もあって北海道に来
るきっかけとなりました。初年度は後志の道立学校に勤務し、今年か
ら渡島地区に異動してきました。学校の種別により事務処理も大きく
異なる仕事であることや、多種多様な教員や生徒との関わりを持てる
ことも教育現場の魅力だと感じています。

◆勤務してみて感じたこと
道教委の採用であることから、中期スパンでの異動は覚悟をしなけ

ればならないと感じています。希望や要望は進言出来ますが、逆に考
えるとさまざまな地域で多種多様な学校関係者と仕事を通して出会え
ることは北海道の魅力だと思えます。また、それらの地域で生活を営
める経験自体も北海道でしか味わうことが出来ない貴重な経験です。

◆所属の雰囲気
檜山教育局の皆さんは、公私ともに活気があり、とても雰囲気の良い職場だと感じています。

特に、檜山振興局では夏にソフトボール大会、秋冬にミニバレーボール大会があるのですが、
教育局職員は応援も含め３分の２程度が参加しているくらい、やる気に満ちたメンバーがそ
ろっています。私は、ミニバレーボール大会に参加し、仕事はもちろん、レクにおいてもチー
ム一丸となったおかげで大会当日では全体の３位を獲得することが出来ました。

◆教育行政区分の試験を受験する方・採用予定者へのエール
C区分を受験する方は、どこかで働かれて、色々な経験を経て道教委を選んでくれていると

思います。道教委に入った際は、久しぶりの新人期間を、せっかくなら楽しんで欲しいなぁと
思います。新人を経験したことのある皆さん。若い時にはあったかもしれない無駄な遠慮やプ
ライドは不要です。まずは調べて、分からなければ聞きましょう。年齢関係なく皆さんより先
に道教委に入った先輩方がしっかり支えてくれます。

◆余暇の過ごし方
家族と過ごしています（こどもたちと遊んでいます）。また、仕事終わりに趣味のスポーツ

（バスケット）を行って心身ともに健康に過ごせています。休みの日は、家族で食事やドライブ
を行い北海道の生活面の素晴らしさを実感しています。

◆教育行政区分の試験を受験する方・採用予定者へのエール
C区分での採用でしたが、民間経験者として、前職の経験を活かせていると感じています。前

職が何であれ、社会人経験を活かせる職場だと感じているため、まずは試験を受験していただき
たいです。いつか、一緒に働けることを楽しみにしております！

Ｒ４年４月 檜山教育局
教育支援課主査

Ｒ６年４月 現職

Ｒ４年４月 岩内高等学校
主任主事

Ｒ７年４月 現職



上川教育局 主事 田村 綾音（令和６年教育行政Ｂ区分合格）

◆担当業務とそのやりがい
主に教職員の給与、免許状発行や非常勤講師の任用に関する仕事をして

おり、制度として子ども達の学びを保障しているところにやりがいを感じ
ています。また、同じ係の先輩職員の人事の仕事を見ていると、正解のな
い問いに向き合いながら地域の教育がより良くなるよう考えて仕事をして
いるところに同じ係として誇りを感じています。

◆余暇の過ごし方
実家のある地元で青少年活動に参加しています。それ以外の時間は、資

格の勉強や道内各地の観光・食を楽しんでいます。休日に自分の時間を充
実させられることや、道内各地に住む機会がありいろいろなお出かけス
ポットを楽しむことができるのはこの職の魅力だと思います。

◆働く前のイメージと実際に働いて感じたこと
働く前は職場の上下関係が厳しいイメージがありましたが、実際に働い

てみると先輩方は気さくで話しやすい方ばかりでした。また、重い雰囲気
でデスクに向かって黙々と作業しているイメージがありましたが、周囲の
職員と話す機会も多く、明るく活発な雰囲気で仕事をしています。

後志教育局 主事 森田 汐音（令和６年教育行政Ａ区分合格）

◆北海道の教育行政を選んだ理由
地元の市役所職員と悩んでいました。ですが、ずっと教育に携わる仕事

をしたい！という気持ちがあったことから教育行政を選びました。教員を
目指したこともありましたが、市で行われた教員のインターンシップに参
加したとき、生徒を引っ張っていくより学校運営などのサポートをするほ
うが自分に合っていると感じたこともきっかけです。

◆担当業務とそのやりがい
道立学校の物品購入契約等を担当しています。契約業務は私の知らない

ことが多く、業務を進めるたびに色んな学びがあります。一つの契約を終
えるまでの準備等は大変ですが、自分が関わった業務が学校で役立ってい
るのを聞くと実際に先生や生徒と関わらなくても力になれている気がして
嬉しい気持ちになります。

◆採用試験に向けて取り組んだこと
実際に事務室にいる方々にお話を伺いました。具体的な仕事内容や、や

りがい等色んなことが聞けるので、自己分析をするのにとても役立ちまし
た。

◆担当業務とそのやりがい
元々は市町村立学校事務職員として採用され、学校現場で「赴任した

先の地域の子どもたちや学校の教育のため」という枠組みの中で業務を
行っていました。勤務していく中で、地域という視点から北海道全域と
いう大きな視点で教育のことをもっと「知りたい」「関わりたい」とい
う思いが強くなったので、試験を受けることを決めました。

◆働く前のイメージと実際に働いて感じたこと
机に向かって事務作業を淡々と行う事が多いと思っていましたが、同

じ胆振教育局内での他部署との連携や本庁、市町村教育委員会との連
絡・調整が多いと思います。なので、非常にコミュニケーションを必要
とする業務が多いと感じました。

◆教育行政区分の試験を受験する方・採用予定者へのエール
本庁・教育局・道立学校・所管機関と勤務地・業務内容も多種多様と

なっているので、様々な業務への挑戦やスキルアップをできる機会が多
くあります。たくさんの職員とも関わることができます。「今後の北海
道を担う子どもたちのために」より良い教育活動を行える様に一緒に頑
張りましょう！皆さんとお会いできる日を楽しみにしています。

胆振教育局 主任 大友 裕太（令和６年教育行政Ｃ区分合格）



根室高等学校 事務職員 合掌 陽菜（令和６年教育行政Ｂ区分合格）

◆北海道の教育行政を選んだ理由
大学で教職課程を履修していたのですが、大学の授業の中で聞いたこと

や実際に教育実習に出向いたことで教育現場の現状と課題を知り、教員と
は違った視点から教育に携わりたいと思い、教育行政を希望しました。

◆採用試験に向けて取り組んだこと
一次試験対策は公務員試験特有の出題形式に慣れるために、ひたすら参

考書を繰り返し解きました。また、道のサイトに試験の例題と小論文の過
去の課題文があるので、出題傾向を掴むためにも参考にしました。二次試
験対策は、友人と一緒に面接練習したり、大学で行われる模擬面接などを
活用し、二次試験の面接に臨みました。

◆教育行政区分の試験を受験する方・採用予定者へのエール
「北海道の教育に携わりたい！」その気持ちさえあれば、志望理由とし

ては十分だと思います。「教育のこととか全然知らないし…」「教員免許
持ってないし…」とかの不安は一切必要ないです。後のことは先輩職員の
方が色々教えてくれるので大丈夫です。みなさんと一緒に仕事できること
を楽しみに待っています。

檜山北高等学校 事務職員 奥原 真宙（令和６年教育行政Ａ区分合格）

◆北海道の教育行政を選んだ理由
生徒がより良い学校生活を送れるよう、少しでも学校運営の役に立ち

たいと思ったからです。そして私自身学校という場所が好きで、学校で
働いてみたいという気持ちが大きかったため、教育行政を志望しました。

◆余暇の過ごし方
今年から初めての一人暮らしなので、自分の好きな家具を揃えたりし

て、一人暮らし生活を楽しんでいます。休日には実家に帰ることが多く、
地元の友人と遊んだり家族と出かけたりしています。また、根室には
「かに祭り」「さんま祭り」など海鮮が食べられる祭りがいろいろとあ
るので、友人や家族と一緒に行って楽しんでいます。

◆働く前のイメージと実際に働いて感じたこと
生徒と関われる機会が少ないのかなと思っていましたが、廊下で会っ

た時に話しかけてくれることや、元気に挨拶をしてくれることが多く、
いつも元気をもらっています。

◆担当業務とそのやりがい
現在は給与事務や定時制課程に関する事務全般などを担当していますが、

幅広く様々な業務があります。あらゆる面で教育を支える仕事ができるこ
とは、学校職員ならではの魅力だと思います。また、自分の行っている仕
事がどのように子ども達の学びに還元されているのか、近くで見守ること
ができるのも、やりがいに繋がっていると感じます。

◆働く前のイメージと実際に働いて感じたこと
働く前は、ルーチンワークが中心で人と関わる機会はあまり多くないも

のだと想像していました。ですが実際に働いてみると、生徒や教職員、保
護者と日々関わりながら業務を進める場面が多く、人とのコミュニケー
ションがとても重要な仕事であると実感しています。また、業務を繰り返
す中で少しずつ理解が深まり、効率よく進める工夫ができるようになった
り、新たな気づきを得られたりすることも、仕事の楽しみのひとつになっ
ています。

◆採用試験に向けて取り組んだこと
面接に向けて、道教委のホームページやＳＮＳ、新聞などで教育行政に

関する情報を収集して、それに対し自分が感じたことや自分なりの考えを
整理しました。自分が興味のある分野をきっかけに、実際に教育行政職員
として働いている姿を具体的にイメージすると、自分がどのような形で教
育に関わりたいのか、明確になってくると思います。

北見北斗高等学校 主任主事 萩野 匠哉（令和６年教育行政Ｃ区分合格）



大学新卒の初任給 232,000円
高校新卒の初任給 200,300円
このほか、期末・勤勉手当（６月、12月）、寒冷地手当が支給されます。
また、職員の状況に応じ、通勤手当、住居手当、扶養手当、へき地手当等が支給されます。
※初任給は、採用前の学歴や職務経歴等を考慮の上、決定します。
上記初任給の額は、制度改正により変更になる場合があります。

１年（１月１日から12月31日まで）に20日間（４月１日採用者は、15日間）、20日を限度に翌年
に繰り越すことができます。

本 庁・教 育 局：月曜から金曜日 ８時45分～17時30分
図書館・美術館：火曜から日曜日（週休日は月曜日のほか所属で決定します。）

８時45分～17時30分
道 立 学 校：月曜から金曜日 各道立学校で勤務時間を決定します。

（１週間38時間45分、１日７時間45分）

土日、祝日及び年末年始（12月29日から１月３日まで）
※土日、祝日開館している図書館・美術館を除く。

夏季休暇（５日間）、結婚休暇（連続する７日以内）、産前・産後休暇、育児休業（子が３歳にな
るまで）、育児短時間勤務制度、忌引休暇などの各種制度があります。

採用後は、研修の受講機会があり、職員としてステップアップできる環境となっています。

新採用職員が少しでも早く職場環境等に適応し、能力を十分に発揮できるよう、新採用職員が配属
された各所属で受入研修を行い、新採用職員のサポートを行っています。

所属や職種にかかわらず、全ての新
採用職員を対象にした研修です。
研修では教育委員会の仕組みや公務

員倫理、事務職員に期待することなど、
教育行政職員としての意識や心構えを
学ぶほか、給与や旅費制度などの実務
研修を行います。

令和７年度の主な研修内容
・教育行政職員に期待すること ・公務員倫理と服務
・北海道の教育施策 ・障がいのある方へのよりよい対応
・会計・旅費・給与・文書事務 ・メンタルヘルス
・情報セキュリティ ・キャリアビジョン
・先輩職員との交流 ・学校における働き方改革
・地学協働の取組 ・ワークライフバランス
・ビジネスマナーとコミュニケーション など

「若手職員の重点育成」や「組織の中核職員の能力向上」、「組織のリーダー養成」など各カテゴ
リーの職責に応じた職務に必要な知識、技能を習得するための研修を行っています。

採用に関し、困り事や相談したい事がある場合、何でもお気軽に御連絡ください。

〒060-8544 北海道札幌市中央区北３条西７丁目 北海道道庁別館７階
北海道教育庁総務政策局総務課人事係
＜電話＞011-204-5703 ＜E-mail＞kyoiku.somu1@pref.hokkaido.lg.jp


